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障がい者の就労支援において、障がい者雇用にむけた
委託訓練は、効果的な方法として注目をされている。地
域の企業や団体との連携を通じて、障がい者が地域社会
において働く機会を拡充することが期待されている。し
かし、多くの障がい者が就労機会を見つけるのに困難を
感じているのが現実である。この問題に対処するために、
障がい者雇用に向けた委託訓練の概要、メリット、実施
方法、事例の途中経過を紹介する。
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障がい者雇用に向けた委託訓練は、企業
や団体に訓練の実施を依頼し、障がい者が
実際の職場環境で必要なスキルを習得する
プログラムである。
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（１）実務経験の提供

（２）社会的スキルの向上

（３）地域特性に応じた訓練

（４）成功体験の積み重ね
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(１) 基本情報

本事例は20歳代の男性で、大学卒業後に関東の会社でシ

ステムエンジニアとして就職する。20xx年６月に滑落事

故により脳挫傷とくも膜下出血を発症し、救急搬送後、

急性硬膜外血種と頭蓋骨骨折の手術を受ける。リハビリ

テーション病院に転院し、約10か月後に地元の岩手に帰

省し、自宅での生活を再開する。その後、岩手県立療育

センター障がい者支援部の自立訓練（機能）、施設入所

支援を利用し、１年６か月後にアパートへ退所、現在は

就労継続支援B型を利用している。

障害者手帳：身体障害者手帳２級 精神保健福祉手帳２

級
4



第３２回職業リハビリテーション研究・実践発表会

(２) 日常生活動作や高次脳機能障害
日常生活動作: 右利きだったが、利き手を左手に変更し、
左手で書字や入力などの作業を行っている。移動手段とし
てロフストランド杖を利用しており、自家用車の運転や公
共交通機関の利用は一人で行うことが可能である。また、
住まいはアパートの１階に居住し週３回居宅介護を利用し
ている。
コミュニケーション: 構音障害があるが、ゆっくり発話す
れば相手からの聞き返しは少ない。
高次脳機能障害: 記憶障害、注意障害、遂行機能障害が指
摘されるが、注意障害のみ本人に自覚がある。
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(４) 委託訓練利用までの経過
ハローワークや障害者就業・生活支援センターとの面
談を通じて、一般就労ではなく就労継続支援や就労移
行支援の利用を勧められたが、本人は一般就労にこだ
わりがあった。岩手県の障害者雇用について調べた際、
「障害者雇用向け職業訓練」¹⁾の情報を見つけ、障害

者職業訓練コーディネーターに相談した。説明を受け、
本人および職員、関係機関が同席の上で委託訓練を利
用することに決定した。
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（５）委託訓練先との調整
障害者職業訓練コーディネーターがA市内の製造業A

社と連絡を取り、職場見学を実施した。担当者より、
本人に必要な配慮や会社内の環境調整について質問が
あった。職場見学実施後、本人に職場実習の希望を確
認した。その後、実習希望を会社に伝え、面談を実施
した。実習時に必要な配慮や環境調整については書類
を用いて職員が説明し、障害者職業訓練コーディネー
ターが実習に関わる制度について説明した。A社より
実習期間は１週間で行い、終了後に面談を実施するこ
ととした。
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